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要約

幼児を体格指数で3群（正常群、やせ群、肥満群）に分類し、その食事状況とTC'TGとの関連を比較、検討

し以下の様な知見を得た。

1）総コレステロール・中性脂肪値は、正常値よりやせ、肥満群が高く、正常群と肥満群の中性脂肪値には有意

差が見られた(p<0.05)。

2）食物摂取頻度で、やせ群は正常群に比べ野菜ソテーの摂り方が有意に少なく(p<0.01)、肥満群は正常群に

比べ野菜、野菜ソテーの摂り方が有意に少なかった(p<0.05/p<0.01)。

3）よく食べるおやつで、やせ群はスナック菓子、プリン・ゼリー類、チョコレート、煎餅が多く、肥満群は菓

子パン、キャラメル・飴類、鰻頭・羊葵類が多く有意差が見られた(p<0.001)。

4）よく食べる夜食で、やせ群は菓子パン、キャラメル・飴類、鰻頭・羊葵が多く、正常群は煎餅、チョコレー

ト、プリン・ゼリー類が多く有意差がみられた(p<0､001)。

5）総コレステロール・中性脂肪値は、正常群が最も低く、3群間の野菜、おやつ、夜食の摂り方に関連がある

と推論された。

Aninfhntwasclassifiedbythephysiqueindexnumberinthree厚oups（nonnality・lean・obesity),andcomparison

examinedrelationbetweenthemealcoditionsandTC・TG,andthefbllwingknowledgewasacquire｡．

l）AsfbrtheTC・TGLean-groupandobesity-groupwerehigherthanthenonnaIity-group,andadi鮭正neeinsome

thoughtwaspresumeditintheTGofthenormalitygroupandtheobesity-group(p<0.05).

2)Asforlean-group,therewei℃企wwaysoftakingavegetablesauteinthefoodintakefrequencyincomparisonwiththe

nonnalitygroupmsomethought(p＜0.01).Asfbrobesity-gIoup,therewerefbwwaysoftakingavegetable・veget

ablesauteincomparisonwiththenormalitygroupinsomethought.(/K0.05//K0.01).

3）Lean-grouphadamanysnackbarsweets・pudding・jelly・chocolate・nce-cmckersandthereweremanysweets

bi℃ad・caramel・candy・manjyu・yokan,andadifferenceinsomethoughtwasseenwiththesnackeatenwellasfor

theobesity-group(<0.001).

4)Lean-grouphadmuchsweetsbreads・caramel・candy・manjyu・yokanandthereweremanymanjyuchocolate・
pudding・jelly・anddifferenceinsomethoughtwaspresumedanormality-groupwiththemidnightsnackeatenwell
（p＜0.001)．

5）Anonnality-groupwasthelowest,anditwasreasonedthattherewasrelationinthewayoftakingavegetables・
snack・midnightsnackbetweenthreegroupsasfbrtheTC・TG
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I．はじめに

近年、成人だけでなく子どもも、生活習佃病の危険

因子である肥満・高脂血症・高血1干症などの発症が増

加傾向にあり')2》、食生活が健康に密接に関与してい

ることが問題視されている。大関ら3)は、生活習慣病

の危険因子は、高度に進行する以前の幼児期からの対

応をしなければならないとしている。

現在実施されている幼児の健康診断は、疾病の早期発

見に有効であるが、その内容は一般に、身長・体重な

どの身体計測及び内科検診が主で、血液採取による生

化学検査や検査値による食生活状態で評価する機会は

あまりみられない。

一方、幼児を持つ保護者の食意識・食行動に関する

研究は多くされており、その中で食生活の管理は保謹

者下にあり、その影響が大であることも示唆されてい

る4)5)6)。

保護者下にある幼児期の食生活管理は、学童期に比

べてより大きく、生化学検査値と食生活の関連が明ら

かになれば、危険因子発生傾向を掴む手助けになると

思われる。

本調査では、体格指数による食物摂取状況と総コレ

ステロール・中性脂肪値との関連について検討したと

ころ、多少の知見が得られたので報告する。

Ⅱ、方法

1．調査対象・期間

都内T幼稚園に通園している年中園児49名（4歳児：

男児19名・女児19名、5歳児：男児6名・女児5名）

とその保護者を対象に2002年5月に実施した。

総コレステロール及び中性脂肪値は、幼児の園児健康

診断時にT病院小児科において保護者の了解を得て実

施し、食事調査票は、保護者に自記入・無記名式で回

答させた。

2.鯛査内容・集計方法

1）分類方法

幼児の実体重とその幼児の月齢に当たる標準体重7）

の差による体格指数を、正常群は-10～＋10％、やせ

群は-10％以下、肥満群は+10%以上と3分類した。

以下、正常群、やせ群、肥満群と呼ぶ。

2）食事調査方法

①食物摂取頻度：米飯、パン、シリアル、麺類、肉類、

魚類、卵、豆類、乳製品、野菜、海藻類、果物、野菜

料理（野菜サラダ、野菜ソテー、野菜の煮物、演物）

の16品目で、各食品ごとに、「毎食｣、「一日2回｣、

｢一日1回｣、「3日に1回｣、「1週間に1回以下」の5

カテゴリーから選択させ、正常群と他の2群の摂取状

況でX*検定を行った。

②よく食べるおやつ：果物、スナック菓子、菓子パン、

煎餅、ケーキ・カステラ類、鰻頭類・羊葵類、プリン・

ゼリー類、アイスクリーム、ヨーグルト、キャラメル・

飴類、チョコレート、おにぎり、その他の13品目で、

このうち4品目を選択させ、正常群と他の2群の摂取

状況でX*検定した。

③よく食べる夜食：よく食べるおやつの種類と同様の

方法で行った。

Ⅲ、結果

1．対象者のプロフィール

正常群35名に対し、やせ群の方が肥満群より多く10

名であった。やせ群の体重、肥満度、BMIは正常群に

比べて有意に小さく(p<0.001/p<0.05)、肥満群

は有意に大きく(p<0.001/p<0.05)、中性脂肪も

有意に高かった(p<0.05)(表1)。

2．食事調査

1）食物摂取頻度では、やせ群は、正常群に比べ野

菜ソテーの摂取量が有意に少なく(p<0.01)、

肥満群は、野菜・野菜ソテーの摂取盆が有意に

少なかった(p<0.05/p<0.01)(表2)。

2）よく食べるおやつでは、やせ群は、スナック菓

子、プリン・ゼリー類、チョコレート、煎餅を、

肥満群は、菓子パン、鰻頭・羊葵類、キャラメ

ル・飴類を、正常群は、菓子パン、キャラメル・

飴類、鰻頭・羊葵類をよく食べており、正常群

表1対象者のプロフィル(M±SD)

正常者

やせ群

肥満群

人 攻(：

35

10

4

ﾖ） 体重(kg)
16．5±1．2

13．6±0.5
＊申＊

19．5±0．7
＊＊＊

肥満度 BMI

1.2±5．2 15．1±1．9

－17．1±3．4
申申＊

14．5±0.8
＊

18．7士7．9
申車＊

16．2±1．2
＊

－22－

総ｺﾚｽﾃﾛー ﾙ(mg/dl)
165．6±25．1

181.630．5

187．0士9．7

中性脂肪(mg/dl)

58．4±21．3

64．5±33．1

87．014．2．

［．’ 生脂

*p＜a0a…p＜a001



16品目中、やせ群は野菜ソテー1品目、肥満群は野菜、

野菜ソテー、潰物の3品目であるが、漬物を除くとや

せ群、肥満群ともに正常群に比べて野菜をあまり食べ

ていないといえる。

近年、多種類のがん予防効果をもつ食事因子として

野菜の摂取は有効であるという報告も多く、8)栄養的

にみても低エネルギーで、ビタミン、ミネラルが豊富

で、慢性腎不全患者以外は多少摂りすぎても問題はな

い｡

また、野菜の食物繊維は、生体のエネルギー利用に

影響を及ぼし、大腸において発酵を受けた後その代謝

物が利用されることが明らかにされ，)、肥満防止、総

コレステロール、中性脂肪値の低下に有効であること

が知られている。

しかし、野菜は、食物繊維が豊富なことから繊維質

のものが多いため、よく岨噸して体内に摂り込まなけ

ればならない。柳沢'0)は、岨噛により味分子、匂い分

子が広がり、視覚以外全ての感覚を刺激するとしてい

るが、一般に幼児は、噛み応えのある食物、硬いもの

を好まない傾向にありu)、筆者らの実施した調査にお

いても同様に野菜嫌い傾向は見られ'2)、幼稚園給食に

おいても野菜主体の副菜の残食率が高かった'3)。

やせ群、肥満群共に、正常群に比べて野菜の摂取頻度

が少なかったため、野菜を利用した料理を努めて摂取

させていく啓蒙活動もさらに必要と思われる。

幼児のおやつは、食事の一部として一日の栄養所要

量の10～15％を間食として与える配慮が必要であるが、

ここに挙げた品目は、ほとんどがいわゆるお菓子であ

り、おやつだけでなく、夜食にも摂取されていること

に驚かされる。

13品目のおやつと夜食の摂り方を比較すると、やせ

群は、おやつよりも夜食に食事的要素の強いパン類を、

正常群はおやつ時に摂取している幼児が多い。

表2食物摂取状況で正常群と有意筆のみられた食品

鐸顕

*p<0．05,**p<0.01

とやせ群のおやつの摂り方に有意の差が見られ

た(p<0.001)(表3)。

3）よく食べる夜食では、やせ群は、菓子パン、鰻

頭・羊葵類、キャラメル・飴類を、肥満群は、

煎餅、プリン・ゼリー類、チョコレートを、正

常群は、煎餅、チョコレート、プリン・ゼリー

類よく食べており、正常群とやせ群の夜食の摂

り方に有意の差が見られた(p<0.001)(表4)。

Ⅳ、考察

対象者の体格のうち、体重、肥満度、BMIが、や

せ群は正常群に比べて低く、肥満群は高い。しかし、

やせ群の体重、肥満度、BMIは、正常群に比べて低い

にも関わらず、総コレステロール値は正常群165.6mg/

dl±25.1に対し181.6mg/dl±30.5、中性脂肪値も正常群

58.4ing/dl±21.3に対し、64.5mg/dl±33.16と高い。さら

に、やせ群は正常群に比べて総コレステロール・中性

脂肪値ともにばらつきが大きいことから、各平均値か

ら外れている幼児が多いことが考えられる。

野菜ソテーの摂取状況のうち、一日に1回以上の摂

取者は、やせ群30.0％、肥満群は0％に対し、正常群

57.1％と高く、野菜の摂取状況のうち、一日に2回以

上の摂取者は、肥満群33.3％に対し、正常群61.8％と

高い。また、食物摂取頻度で有意差の見られた食品は、

表3正常群とやせ群のおやつの摂取状況（複数回答）

針合

｜
畢
坐

…p＜0．001

表4正常群とやせ群の夜食の摂取状況（複数回答）

計合

需震豆
…p＜0．001
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ボリュームのある品目を、夕食後の夜食として摂取す

ることは、就寝を控えた幼児にとっては中性脂肪値を

上昇させる原因になると思われる。

中性脂肪値の高値は、血小板凝集を促進し、血栓を

作り、食事、菓子、ジュース類などの過剰摂取の場合

のほか、朝、昼食の食事量よりも夕食の食事量が多い

場合、夜食の摂取量、回数が多い場合など、食事の摂

り方により上昇しやすいことが知られる。しかし、中

性脂肪値は、総コレステロール値に比べ食事内容の変

化により効果が出やすいので、やせ群は、食事・おや

つ・夜食の内容、量、与える時間等留意を促す必要が

ありそうである。

幼児の体格は、成人と異なり月齢の差が大きい。現

在実施されている国民栄養調査'4)の健康状態の結果は

15歳以上が対象であり、幼児のB皿、総コレステロー

ル値、中性脂肪値などの調査項目の数値は発表されて

いない。それゆえ、幼児の健康状態を把握する簡便な

方法があれば、家庭や幼稚園においても一次的な健康

状態を掴むことができると思われる。

今回、月齢別標準体重値と実体重の比較による分類

をしたところ、やせ群の食事状態と総コレステロール、

中性脂肪検査値との関連が示唆できた。

肥満幼児の食事状況に関連する報告は多くされてお

り'5)'6)'7)、今回もその関連傾向は見られたが,筆者らの

未発表原稿によれば、小・中学生も学年を経るごとに

肥満群同様やせ群も増加しており、やせ群の健康状態

が良好か否かについては疑問が残る。

今後は、やせ群と食事の関連を調査・検討すること

で、よりよい評価が得られるであろう。
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